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ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

　

災
害
時
に
、
電
話
で
は
通
話
規
制
が
か

か
り
、
安
否
確
認
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
携
帯
メ
ー
ル
は
有
効
な
手
段
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
携
帯
メ
ー

ル
も
、
同
時
に
利
用
す
る
人
が
多
い
と
届

き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
阪
神
淡
路

大
震
災
を
機
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
平
成
十
年
三
月

に
音
声
に
よ
る
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
１
７
１
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
が
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
通
信
網
に

負
担
の
少
な
い
ネ
ッ
ト
経
由
で
文
書
を
書

き
込
む
災
害
用
伝
言
板
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
災
害
時
に
携
帯
電
話
各
社
が
、

サ
イ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
画
面
に
「
災
害
用
伝

言
板
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

六
月
十
四
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
で
は
、
携
帯
電
話
各
社
の
災
害

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
の
件
数
（
約
四
万
六
千

件
）
が
、
固
定
電
話
か
ら
の
音
声
に
よ
る

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
の
件
数

（
約
二
万
五
千
件
）
の
約
二
倍
に
達
し
ま

し
た
。

　

伝
言
を
登
録
す
る
場
合
は
、
携
帯
電
話

か
ら
「
災
害
用
伝
言
板
」
に
ア
ク
セ
ス
し

ま
す
。

　
「
無
事
で
す
」「
被
害
が
あ
り
ま
す
」「
避

難
所
に
い
ま
す
」
な
ど
の
定
型
文
の
ほ
か

に
、
百
文
字
以
内
の
コ
メ
ン
ト
も
書
き
込

め
ま
す
。
伝
言
を
確
認
す
る
場
合
は
、
伝

言
を
登
録
し
た
相
手
の
携
帯
電
話
番
号
を

入
力
す
る
と
、
伝
言
が
確
認
で
き
ま
す
。

蓄
積
さ
れ
る
伝
言
数
は
十
本
で
す
。

　

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
は
携
帯
電
話
各
社

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
グ
ル
ー
プ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
）
が
個
別
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
相
手
の
携
帯
電
話
会
社

が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
複
数
社
の
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

各
社
と
も
毎
月
一
日
に
は
、
サ
ー
ビ
ス

体
験
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
、
家
族
で
試
し
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話

携
帯
電
話
「
災
害
用
伝
言
板

災
害
用
伝
言
板
」 

携
帯
電
話
「
災
害
用
伝
言
板
」 

　安全安心町民大会が６月２４日、中央公民館本館で開か
れました。
　町交通安全推進協議会と町安全で住みよいまちづくり
推進協議会の総会では、昨年度の活動報告や今年度の計
画を決めました。また、半田警察署員からは交通安全の
注意点や最近の犯罪状況についての説明がありました。
　最後に新美敏夫町老人クラブ連絡協議会長が「進んで
交通安全、地域安全活動に参加し、思いやりの心で安全、
安心の輪を広げる」ことなどが盛り込まれた大会宣言文
を読み上げ、参加者７０人全員で「安全で安心して暮ら
せるまちづくり」を目指すことを確認しました。
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